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１　募集要項等の作成
別紙様式１：申請書
日本財団「海と日本PROJECT」助成事業

海ノ民話のまちプロジェクトにおける「海ノ民話のまち」の全国公募
申請書
申請者（メディア）
住　所
　　　　　　　　　　　　　 
名　称
　　　　　　　　　　　　　 
代表者の職・氏名
　 　　　　　　　　　　　　
１．「海にまつわる民話や伝承」について
	民話の名称・呼称
	

	民話のジャンル
（当てはまる数字に〇をしてください。複数選択可）
	１「海と地元の名所旧跡のなりたち」
（エリアの海と関わる歴史の再認識）

２「海と人々のつながり」
（今の自分と過去の人々とのつながり）

3「海の恩恵や危機に対する知恵」
（海の恵みと、その危険性を知恵として伝承）


	1 　民話のあらすじ

	○民話に込められた「思い」「警鐘」「教訓」などが分かるように、600字程度で記載ください。（より詳細にあらすじを記載した資料や書籍の抜粋などを参考資料として添付頂いても構いません。）


	2 　民話の語り継ぎの状況

	○民話が、現在どのように語り継がれているのか、または、語り継がれていないのか等、具体的に記載ください。


	3 　民話が記述されている資料

	○①②の内容が記載されている書籍、町史・村史、教育委員会資料、説明パネル、行政資料、石碑の写し等（どのようなものでも可）の名称等を記載ください。



２．民話を語り継ぐための体制について
	1 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の名称

	○地域で海ノ民話を語り継ぐ活動を展開するための体制の名称（例えば、「〇〇町・海ノ民話のまち実行委員会」等）を記載ください。採択後に体制（組織等）を設立予定の場合は、冒頭に（仮）と記載し、現時点で想定される仮称を記載ください。（例えば、「（仮）〇〇町・海ノ民話のまち実行委員会」等）


	2 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の構成員

	○①の構成員の所属・役職・氏名等を記載ください。


	3 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の設立・活動状況

	○①の設立の経緯、これまでの会議等の開催状況等を記載ください。



３．民話を語り継ぐための活動計画について
	○民話を語り継ぐための活動計画を検討し、具体的な時期、場所、参加者人数、実施内容、実施主体等を記載ください。なお、以下のA～Fを含む必要があります。
A. 「海ノ民話アニメ」制作（制作著作：海ノ民話のまちプロジェクト実行委員会を予定）

B. 「海の民話アニメ」を市民（子供たち）で視聴

C　地域の子供たちを対象とした民話フィールドワークを実施（10～15名程度）

　（地元アナウンサー等と郷土史家・学芸員とともに、民話の舞台となった場所を訪問）

D. 当日の模様を取材・放送し（番組など）、子供たちと学びの成果をアウトプット化する

E. その他、地元での海の民話のPR方法を検討・実施（制作したアニメの活用方法など）

F. 地元実行委員会が市長に表敬訪問（その際、海ノ民話のまち認定を行う）



別紙様式２　：事業予算書及び要求経費積算書
＊単価および金額の項目には消費税込みの金額をご記載ください。

単位：円（税込）
	項　　目
	単　価
	数　量
	金額
	備　　考

	アニメ制作費

	2,430,000

	1

	2,430,000

	㈱トマソン


	総額
	
	
	
	

	（うち、支援対象経費）
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２　問合せの対応
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３　応募の受付及び応募内容の整理
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海ノ民話のまちプロジェクト　運営支援業務　実績報告書
４　審査方法の検討及びプロセスの管理
選定委員各位
日本財団「海と日本PROJECT」
海ノ民話のまちプロジェクトにおける民話選出のご依頼
2018年7月●日
〇〇〇〇
拝啓
時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
現在、〇〇〇〇では、「海ノ民話のまちプロジェクト」を実施しています。当プロジェクトは、日本財団が推進する「海と日本プロジェクト」の一環であり、海の深い関わりを持つ日本の「海との関わり」と「地域の誇り」を子供たちに伝え語り継ぐことを目的としています。日本中に残された海にまつわる民話を発掘し、その民話に込められた「思い」「警鐘」「教訓」を、親しみやすいアニメ等で表現するとともに、その民話を語り継ぐ体制を構築し、次の世代へと継いでいきたいと考えています。
　そして昨月、全国の「海と日本PROJECT」エリア事務局を務めるテレビ放送局に民話を募ったところ、19件（応募要件に適合するもののみ）の応募が寄せられました。
　この度、　選定委員様におかれましては、応募のあった19件の民話の中から、各位の知見・見解等に基づき、アニメ化等民話を語り継ぐ活動を推進するに相応しい民話を8話ご推薦いただきたいと思っております。選定委員各位から頂いたご意見をもとに、日本財団にて再度協議し、最終的に５話を選出させていただきたいと思います。選定委員の皆様方におかれましては、頂戴した御意見を採択決定に反映できない場合もございますが、何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。
　選定にあたって、裏面の通り選定書類を同封させていただきます。お手数ですが内容をご確認いただき、「推薦シート」に必要事項をご記入いただいた上で、７月●日までに「推薦シート」を所定の返信先に返送頂きたく思います。何卒よろしくお願い申し上げます。
敬具
　
【送付資料】
　■申請民話一覧　　　　　　　　１部
　■推薦シート　　　　　　　　　１部
　■（参考）事務局審査結果　　　１部
	【返送期限】7月●日
【問合せ・返送先】株式会社さとゆめ内 海ノ民話のまちプロジェクト事務局
　　　　　　〒102-0074 東京都千代田区九段南4-7-16 市ヶ谷KTビルⅡ　9階
　　　　　　TEL:03-5275-5105

            E-mail:minwa@satoyume.com

　　　　　　担当：俣野（またの）、嶋田（しまだ）
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海ノ民話のまちプロジェクト 予備審査について
１．民話応募結果について
《申請募集期間》2018年5月21日（月）〜6月15日（金）
《申請局数、民和数》14局、23話（問い合わせを含めると、約40話）

２．応募案件の概要、応募案件の予備審査（１次審査）について
· 申請のあった各民話の概要は別添資料の通り
· 本日の予備審査会においては、応募のあった民話の中から、応募要件を満たさない民話を選外とする。
· １次審査を通過した案件は、下記のプロセスに沿って審査委員による２次審査へ進めることとする。
３．今後の選考プロセスについて
	時期
	内容

	5/21（月）～6/15（金）
	民話募集期間

	6/19（火）
	事務局での予備審査会 
（１次審査：申請案件について要件を満たすものであるか）

	〜6/22（金）
	２次審査開始：１次審査通過案件について、審査委員へ評価シートを送付

	〜7/2（月）
	審査委員の評価シート回収

	7/6（金）～7/10（火）
	審査委員による審査委員会の開催
　⇒採択案件（５話）の決定

	7/10（火）〜
	採択案件通知
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海ノ民話のまちプロジェクト　運営支援業務　実績報告書
５　審査結果の通知
件名：海ノ民話のまちプロジェクト 民話採択結果通知について
〇〇テレビ株式会社●●様
いつもお世話になっております、
海ノ民話のまちプロジェクト事務局の●●の〇〇と申します。
平素より当事業へのご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
また、この度は「海ノ民話のまちプロジェクト」の
民話全国公募へお申し込み頂き、誠にありがとうございました。
全国より多くの民話の申請があり、事務局ならびに日本財団様にて、
厳正なる審査をさせて頂きました。その結果、貴局から申請頂きました
民話「●●」を採択とさせて頂きました。
　つきまして、プロジェクト始動に向けて諸事項協議を進めたく
7月27日（金）「よろず相談会」の冒頭13:00より、第一回打合せを
させて頂きたく思っております。
（実行委員会代表者及および海ノ民話のまち事務局でPJの進め方、
地域委員会の組閣、スケジュール、活動費の使い方・精算等について）
ご調整くださいますようお願い申し上げます。
なお、今後の制作スケジュールにつきましては、概ね以下の通りとなっております。
7月下旬

第一回打合せ（実行委員会代表者、海ノ民話のまちPJ事務局）
～8月下旬
地域での第一回実行委員会の開催（制作に向けた意見集約など）
〜12月

海ノ民話アニメ制作
12月〜2月
地域の子供たちを対象としたフィールドワークの開催
実行委員による地元自治体の首長を表敬訪問
海ノ民話のまちの認定
ご確認の程、よろしくお願い申し上げます。
海ノ民話のまちプロジェクト事務局
件名：海ノ民話のまちプロジェクト 落選理由のご連絡について
●●テレビ　〇〇様
いつもお世話になっております、海ノ民話のまちプロジェクト事務局の●●です。
平素より当事業へのご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
また、この度は「海ノ民話のまちプロジェクト」の民話全国公募へお申し込み頂き、誠にありがとうございました。
　当公募について、先日、貴局より申請頂きました民話を不採択とさせていただく旨の通知をお送りさせて頂きました。遅ればせながら、事務局ならびに日本財団様の審査において、貴局からの申請が不採択となりました理由をお伝えさせていただきます。
【理由】　
　（※例）当地域の海の風土や特色、歴史等が伝わる民話であるが、民話を通じて子どもたちに海の教訓や学びを伝えたいという本プロジェクトの主旨を鑑みたとき、採択された民話に比べてアピールが弱かったため。　
　
　この度の公募では全国から多数のご応募をいただいており、貴局のご期待に添えぬ結果となってしまい大変恐縮ですが、何卒ご理解の程よろしくお願い申し上げます。
　また、当公募へのご提案をくださいましたことに重ねて感謝を申し上げるとともに、次年度以降も当事業へ引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。
海ノ民話のまちプロジェクト事務局　●●
日本財団「海と日本PROJECT」助成事業
海ノ民話のまちプロジェクト　運営支援業務　実績報告書
６　活動実施計画書の作成支援
日本財団「海と日本PROJECT」助成事業
『海ノ民話のまちプロジェクト』における活動実施計画書
　　申請者（メディア名）：　北海道放送株式会社　　　　　　　　
　　担当者名：　　　　　　　藤岡　理　　　　　　　　　
　　連絡先：　　　　　　　　011-232-5863　　　　　　　
　　メールアドレス：　　　　mfujioka@hbc.co.jp　　　　 

　本公募への採択を踏まえ、下記事項について検討・決定し、記載してください。未定・調整中の事項には冒頭に（未）と記載し、決定事項と区別がつくように記載してください。【例】体制の名称：（未）●●町・海ノ民話のまち実行委員会
１．民話を語り継ぐための体制構築について
	4 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の名称

	　　委員会（体制）の名称を記載してください。
　　　寿都町・海ノ民話のまちプロジェクト実行委員会


	5 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の構成員

	1 における構成員の所属・役職・氏名等を記載ください。
　
氏名
所属

役職

寺　門　隆　次

（一社）寿都観光物産協会

会　長

奥　山　かおり

（一社）寿都観光物産協会
事務局長
渡　部　拓　也

（一社）寿都観光物産協会
事務局次長
西 村　なぎさ
（一社）寿都観光物産協会
理事
山 本　竜　也
気象庁（寿都五十話著者）
山　口　智　久

寿都神社

宮　司
寺　門　賢　将　

寿都町産業振興課

係　長
田　中　則　之

テレビすっつ放送

代表取締役社長

清　水　　收

海と日本プロジェクト　in北海道実行委員会

事務局長

西　村　利　喜
海と日本プロジェクト　in北海道実行委員会
事務局員
山　崎　直　樹

海と日本プロジェクト　in北海道実行委員会

事務局員

　　



	③ 民話の内容に関する問い合わせ先

	 寿都町役場産業振興課商工観光係
　　　ＴＥＬ：0136-62-2602

　　　ＦＡＸ：0136-62-3431

　　　mail：kankou@town.suttu.lg.jp



２．民話のアニメ化について
	4 民話のアニメ化のポイントについて

	   本プロジェクトは、民話に込められた「思い」「警鐘」「教訓」を、親しみやすいアニメという表現で子どもたちに伝え、学んでいただくことを目的としています。文献等から読み取れる内容、地域でこの民話がどのように伝えられているか、また地域の方々がどのように語り継いでいきたいかという想い等を踏まえて、この度申請いただいた民話における「思い」「警鐘」「教訓」について、できるだけ具体的に記載してください。
　【例】
· 〜の地では、海の幸への感謝を忘れると、必ず我が身に災いが返ってくると伝えられている。
· 海は、危機・事故への備えを怠る者に災いをもたらす。常に警戒を怠ってはいけない。
· 登場する〇〇はウミガメの産卵地にもなる綺麗な海・浜の象徴であり、これを守り続けなければならない。
・日本有数の強風の町から生まれた風との付合い方を考えさせる。
・寿都の先人達の風と向き合い風を味方にしたしなやかな智慧。
・何ごとも、逃げずにしっかり向き合うことで、強い心が生まれてくる。
・「風泙さん」をみんなで再認識し、先人に感謝する。


	5 民話の原作および刊行物について

	   民話における書物や刊行物がある場合、記載ください。
寿都町の自然・歴史・産業のガイドブック〜伝えたい寿都のはなし〜



３．民話を語り継ぐための活動実施計画について
	（１）キックオフミーティングの開催
　【開催日時】　（未）８月中（日時調整中）

　【場所】寿都町総合文化センター

（２）「海の民話アニメ」を市民（子供たち）で視聴

　【主催】寿都町　海ノ民話のまちプロジェクト実行委員会
　【協力】（一社）寿都観光物産協会、寿都町
　【開催日時】　（未）１２月（日時調整中）

　【場所】寿都町総合文化センター・ロビー
　　 【開催内容】参加：事前公募の町民+児童、５０名程度

　　　　　　　　　　司会：HBCアナウンサー

　　　　　　　　　　挨拶：実行委員（経緯と今後）、町長（感謝と活用）、観光協会（活用計画）

　　　　　　　　　　開催：ロビー大画面で完成アニメを視聴。感想インタビュー

　　　　　　　　　　　　　　・説明①　寿都神社山口宮司より現在の「風泙さん」について

　　　　　　　　　　　　　　・説明②　山本竜也氏より寿都の歴史や出来事などの魅力について　

　　　　　　　　　　　　　　・説明③　実行委員会より今後のアニメ活用方法と「風泙さん」の観光活用について

　　　　　　　　　　※引き続き第２部として、次項の民話フィールドワークを実施

（３）地域の子供たちを対象とした民話フィールドワークを実施

　【主催・協力等】寿都町　海ノ民話のまちプロジェクト実行委員会、寿都町
　【司会】HBCアナウンサー

　【ファシリテーター】実行委員メンバー山本竜也（寿都五十話著者）
　【開催日時】　（未）１２月（日時調整中）

　【場所】寿都町総合文化センター・会議室

　【参加者・人数】寿都町小学校５〜６年生　２０名程度
　【開催内容】

　　　　　1.　山本竜也氏基調講演　「寿都・まち歴史話」・・・風と海と寿都の話を説明。
　　　　　2.　４グループ分けでワークショップ。　テーマ　①風と寿都、②海と寿都/自分たち

　　　　　　　各テーマについて①感じたこと、②これからどうなれば良いか、③自分たちはどうするか

　　　　　　　などをまとめて発表する。

（４）当日の模様を取材・放送し（番組など）、子供たちと学びの成果をアウトプット化する

　【取材メディア】すっつテレビ、HBC、北海道新聞、こども新聞「エコちる」、など

（５）その他、地元での海の民話のPR方法を検討・実施（制作したアニメの活用方法など）

　　　①北海道指定有形文化財　漁場建築佐藤家(鰊御殿)での語りの会を開催。

　　　②ニセコ町の寿都アンテナショップ神楽の飲食テーブル設置の全モニターで随時放映

　　　　　https://www.facebook.com/suttukagra/

　　　③道内最古のケーブル放送局・テレビ寿都にて放送

　　　④総合文化センターロビー大型モニターで随時放映

　　　⑤道の駅「みんなとま〜れ寿都」の館内大型画面で随時放映

（６）地元実行委員会が町長に表敬訪問（その際、海ノ民話のまち認定を行う）

　　【実施日時】　（未）１２月（日時調整中）

　　（７）その他
　　「風泙さん最中」の開発・販売（道の駅、ほかで販売）

「風泙さん顔抜き撮影スタンド」の制作・展示（道の駅にて）
「風泙さん」の一般公開やそれに合わせたイベントの開催


４．事業予算書及び要求経費積算書
＊単価および金額の項目には消費税込みの金額をご記載ください。
単位：円（税込）
	項　　目
	単　価
	数　量
	金額
	備　　考

	アニメ制作費
会議費（会場費/備品含）
完成発表会（会場費/備品含）
ワークショップ（会場費/備品含）
各種サイン、デザイン類、制作費
菓子開発費
広報費
旅費交通宿泊費

	2,430,000

50,000

200,000

150,000

150,000

300,000

200,000

250,000


	1式
2式
1式
1式
1式
1式
1式
1式
	2,430,000

100,000

200,000

150,000

150,000

300,000

200,000

250,000


	㈱トマソン
HBCフレックス
HBCフレックス
HBCフレックス
HBCフレックス
若狭屋老舗（調整中）

	総額
	3,780,000
	
	3,780,000
	

	（うち、支援対象経費）
	3,780,000
	
	3,780,000
	


日本財団「海と日本PROJECT」助成事業
『海ノ民話のまちプロジェクト』における活動実施計画書
　　申請者（メディア名）：　テレビ静岡　　　　　　　　　　　　
　　担当者名：　矢守志帆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　連絡先：　054-621-6201　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　メールアドレス：　s-yamori@sut-tv.co.jp　　　　　　　　　　　　　　　　
　本公募への採択を踏まえ、下記事項について検討・決定し、記載してください。未定・調整中の事項には冒頭に（未）と記載し、決定事項と区別がつくように記載してください。【例】体制の名称：（未）●●町・海ノ民話のまち実行委員会
１．民話を語り継ぐための体制構築について
	6 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の名称

	　　委員会（体制）の名称を記載してください。
（未）袋井市「亀の松」伝承プロジェクト実行委員会


	7 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の構成員

	2 における構成員の所属・役職・氏名等を記載ください。
　
氏名
所属

役職

山本　義孝

袋井市　郷土資料館
館長
鈴木　仁美
袋井市　郷土資料館
職員
永井　千鶴子
「亀の松」語り部
馬塚　丈司
サンクチュアリＮＰＯ
理事長
（未）
袋井市　危機管理課
（未）
静岡県　文化政策課
以下事務局
横山　英訓
テレビ静岡営業局
営業局長
今永　久哉
テレビ静岡営業局業務部
営業局次長兼業務部長
井口　裕也
テレビ静岡営業局業務部
村木　宏規
テレビ静岡東京支社営業部
矢守　志帆
テレビ静岡営業局営業推進部
室伏　真璃
テレビ静岡アナウンス室
※必要に応じて行を増やしてください
　　


	③ 民話の内容に関する問い合わせ先

	   民話の内容に関する問い合わせ先について記載してください。（教育委員会、学芸員等）
袋井市　郷土資料館　山本義孝館長（0538-23-9269）



２．民話のアニメ化について
	6 民話のアニメ化のポイントについて

	   本プロジェクトは、民話に込められた「思い」「警鐘」「教訓」を、親しみやすいアニメという表現で子どもたちに伝え、学んでいただくことを目的としています。文献等から読み取れる内容、地域でこの民話がどのように伝えられているか、また地域の方々がどのように語り継いでいきたいかという想い等を踏まえて、この度申請いただいた民話における「思い」「警鐘」「教訓」について、できるだけ具体的に記載してください。
　【例】
· 〜の地では、海の幸への感謝を忘れると、必ず我が身に災いが返ってくると伝えられている。
· 海は、危機・事故への備えを怠る者に災いをもたらす。常に警戒を怠ってはいけない。
· 登場する〇〇はウミガメの産卵地にもなる綺麗な海・浜の象徴であり、これを守り続けなければならない。
・津波の恐ろしさを再認識するとともに、地震が来た際には高台に上がるなどの身を守る方法や、海沿いの町ならではの防災の意識を身に付ける。
・かつてはウミガメが産卵に上がってくる、豊かな砂浜であったが、年々砂浜が減少し、
今ではウミガメが来ない浜になってしまった。後世に今の砂浜を残していき、
いづれはかつての砂浜を取り戻さなければならない。
また、ウミガメは漁師にとっての守り神的存在であり、昔から奉られていたほどで、大切に守っていかなければならない。
※亀の松のお話については昭和末期に作られた創作のため、民話として広まることに違和感を覚える方もいるようなので、注釈として「伝承を基に作られた創作」ということを明記する。


	7 民話の原作および刊行物について

	   民話における書物や刊行物がある場合、記載ください。
・紙芝居（郷土資料館制作）
・マンがたりSHIZUOKA（静岡県　文化・観光部　文化政策課　発行）
・支部だより　袋井と松（袋井市農政課）
・浅羽の昔話（浅羽図書館　ビデオ）
・亀の松伝説（浅羽図書館　ビデオ）



３．民話を語り継ぐための活動実施計画について
	　　民話を語り継ぐための活動実施計画について、必須実施事項である（１）〜（６）について、具体的な時期、場所、参加者人数、実施内容、実施主体等を記載ください。
（１）キックオフミーティングの開催
　　８月下旬を目処に、１．①民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）において、「海の民話アニメ」の民話のストーリー・学びのポイント、年間スケジュール等について検討・決定するキックオフミーティングの開催日時・場所を決め、記載してください。
　【開催日時】２０１８年８月３０日（木）11:00～
　【場所】袋井市郷土資料館　会議室
（２）「海の民話アニメ」を市民（子供たち）で視聴
　【主催・協力等】袋井市郷土資料館・テレビ静岡
　【開催日時】２０１９年２月～３月
　【場所】袋井市郷土資料館
　　【開催内容】（３）の冒頭に参加者で視聴します。
（３）地域の子供たちを対象とした民話フィールドワークを実施（10～15名程度）
　（地元アナウンサー等と郷土史家・学芸員とともに、民話の舞台となった場所を訪問）
　【主催・協力等】袋井市郷土資料館・テレビ静岡
　【進行者・ファシリテーター】室伏真璃（テレビ静岡アナウンサー）山本義孝館長（郷土資料館）
　【開催日時】２０１９年２月～３月
　【場所】袋井市浅羽地区周辺・郷土資料館
　【参加者・人数】小学５・６年生１０～１５名
　【開催内容】
　　・初めにアニメを鑑賞してからフィールドワークに臨むことで、
物語の舞台になった場所であることを印象づける。
　　　・子供たちが学んだことを記入できるよう、記入式のプリントを用意する。
　　　・自分の身近な話として実感できるよう、実生活に生かせる防災の観点からもお話を伺う。
　　　※子供たちにとって効果的な学びの機会とするための工夫、ポイントを明確に記載してください。
（４） 当日の模様を取材・放送し（番組など）、子供たちと学びの成果をアウトプット化する
　【取材概要】イベントの様子・子供たちの感想などを交えて取材。
　【放送媒体】テレビ静岡　および　海と日本プロジェクトホームページ
（５）その他、地元での海の民話のPR方法を検討・実施（制作したアニメの活用方法など）
　　【概要】浅羽地区の小学校で、防災・海の大切さなどを学ぶ際に使用していただく。
（６）地元実行委員会が市長に表敬訪問（その際、海ノ民話のまち認定を行う）
　　【実施日時】２０１８年３月頃
　（７）その他
　　※（１）〜（６）以外に実施する事項がある場合、記載してください。


４．事業予算書及び要求経費積算書
＊単価および金額の項目には消費税込みの金額をご記載ください。
単位：円（税込）
	項　　目
	単　価
	数　量
	金額
	備　　考

	アニメ制作費
事務局費
　渉外活動（２名）
　事務局運営費
動画制作費
フィールドワークイベント実施費
調査費
雑費
	2,430,000

162,000

162,000

540,000

216,000

54,000

54,000


	1

2

1

1

1

1

1
	2,430,000

324,000

162,000

540,000

216,000

54,000

54,000


	㈱トマソン
㈱テレビ静岡
㈱テレビ静岡から㈱富士テレネットに委託
㈱テレビ静岡
㈱テレビ静岡
㈱テレビ静岡

	総額
	
	
	3,780,000
	

	（うち、支援対象経費）
	
	
	
	


２
日本財団「海と日本PROJECT」助成事業
『海ノ民話のまちプロジェクト』における活動実施計画書
　　申請者（メディア名）：南海放送（株）　　　　　　　　　　　　　　
　　担当者名：営業局イベント推進部　大西 元喜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　連絡先：　０８９－９１５－２３８０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　メールアドレス：m.onishi@rnb.co.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　
　本公募への採択を踏まえ、下記事項について検討・決定し、記載してください。未定・調整中の事項には冒頭に（未）と記載し、決定事項と区別がつくように記載してください。【例】体制の名称：（未）●●町・海ノ民話のまち実行委員会
１．民話を語り継ぐための体制構築について
	1 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の名称

	　　委員会（体制）の名称を記載してください。
   （未）まつやま里島・海ノ民話のまち実行委員会　
　　里島（読み：りとう）

	2 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の構成員

	1 における構成員の所属・役職・氏名等を記載ください。
　
氏名
所属
役職
白石　信二
松山市　総合政策部　坂の上の雲まちづくり担当部長付
地域振興担当課長
池田　弘
松山市教育委員会　中島公民館
館長
田中　政利
まつやま里島ツーリズム連絡協議会
会長
（未）金本　房夫
中島歴史郷土家
大本　敬久
愛媛県歴史文化博物館
学芸員
清水　啓介
南海放送株式会社
取締役専務執行役員
※必要に応じて行を増やしてください
　　人数に決めや制限はありません。


	③ 民話の内容に関する問い合わせ先

	   民話の内容に関する問い合わせ先について記載してください。（教育委員会、学芸員等）
　（未）松山市役所　中島支所　総務分室　豊田氏



２．民話のアニメ化について
	1 民話のアニメ化のポイントについて

	   本プロジェクトは、民話に込められた「思い」「警鐘」「教訓」を、親しみやすいアニメという表現で子どもたちに伝え、学んでいただくことを目的としています。文献等から読み取れる内容、地域でこの民話がどのように伝えられているか、また地域の方々がどのように語り継いでいきたいかという想い等を踏まえて、この度申請いただいた民話における「思い」「警鐘」「教訓」について、できるだけ具体的に記載してください。
　【例】
· 〜の地では、海の幸への感謝を忘れると、必ず我が身に災いが返ってくると伝えられている。
· 海は、危機・事故への備えを怠る者に災いをもたらす。常に警戒を怠ってはいけない。
· 登場する〇〇はウミガメの産卵地にもなる綺麗な海・浜の象徴であり、これを守り続けなければならない。
　・睦月島　沖は潮の流れが速く豊かな漁場であるとともに、危険な海域でもあります。
　　子供たちに海への危機意識をもってもらうことを伝えるとともに、海の恵みに感謝して海の幸を　
　　教授するありがたみを伝えなければいけない。


	2 民話の原作および刊行物について

	   民話における書物や刊行物がある場合、記載ください。
　中島のむかし話　－伝説－　（中島町教育委員会 中島のむかし話編集委員会）
　あゆみ－忽那諸島の民俗－　（愛媛大学農学部付属農業高等学校郷土研究部）



３．民話を語り継ぐための活動実施計画について
	　　民話を語り継ぐための活動実施計画について、必須実施事項である（１）〜（６）について、具体的な時期、場所、参加者人数、実施内容、実施主体等を記載ください。
（１）キックオフミーティングの開催
　　８月下旬を目処に、１．①民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）において、「海の民話アニメ」の民話のストーリー・学びのポイント、年間スケジュール等について検討・決定するキックオフミーティングの開催日時・場所を決め、記載してください。
　【開催日時】未　８/２７（月）～９/５（水）で調整中
　【場所】　　松山市中島支所もしくは睦月島
（２）「海の民話アニメ」を市民（子供たち）で視聴
　【主催・協力等】未　海と日本プロジェクトinえひめ実行委員会 松山市　南海放送（株）
　【開催日時】　　１２月以降
　【場所】　　　　調整中　中島総合文化センターなど
　　【開催内容】　　地元小中学生を招待してのアニメ完成発表会・視聴会
（３）地域の子供たちを対象とした民話フィールドワークを実施（10～15名程度）
　（地元アナウンサー等と郷土史家・学芸員とともに、民話の舞台となった場所を訪問）
　【主催・協力等】海と日本プロジェクトinえひめ実行委員会 松山市　南海放送（株）
　【進行者・ファシリテーター】南海放送アナウンサーなど
　【開催日時】１月以降
　【場所】　　中島～睦月島
　【参加者・人数】１５名程度
　【開催内容】　　調整中
　　　※子供たちにとって効果的な学びの機会とするための工夫、ポイントを明確に記載してください。
（４） 当日の模様を取材・放送し（番組など）、子供たちと学びの成果をアウトプット化する
　【取材概要】海と日本プロジェクトinえひめ実行委員会　
　【放送媒体】南海放送テレビ
（５）その他、地元での海の民話のPR方法を検討・実施（制作したアニメの活用方法など）
　　【概要】
（６）地元実行委員会が市長に表敬訪問（その際、海ノ民話のまち認定を行う）
　　【実施日時】　２０１９年１月以降
　（７）その他
　　※（１）〜（６）以外に実施する事項がある場合、記載してください。


日本財団「海と日本PROJECT」助成事業
『海ノ民話のまちプロジェクト』における活動実施計画書
　　申請者（メディア名）：株式会社　テレビ長崎　　　　
　　担当者名：佐世保支社長　徳川晃尚　　　　　　　　　
　　連絡先：支社　０９５６－２３－９３７１　　　　　　
　　メールアドレス：tokugawa@ktn.co.jp 　　　　　　　
　本公募への採択を踏まえ、下記事項について検討・決定し、記載してください。未定・調整中の事項には冒頭に（未）と記載し、決定事項と区別がつくように記載してください。【例】体制の名称：（未）●●町・海ノ民話のまち実行委員会
１．民話を語り継ぐための体制構築について
	8 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の名称

	　　委員会（体制）の名称を記載してください。
佐世保・海ノ民話のまち実行委員会


	9 　民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）の構成員

	3 における構成員の所属・役職・氏名等を記載ください。
　
氏名
所属

役職

坂口　周一（未）
佐世保市立図書館
館長（または、郷土史学芸員）
川口　裕樹（未）
（公財）佐世保観光コンベンション協会
常務理事　兼　事務局長
中村　徳裕
（有）ＳＫ－ｉコーポレーション
代表取締役
村上　正一
宇久町観光協会
会長
徳川　晃尚
（株）テレビ長崎
佐世保支社長
（未）
佐世保市教育委員会
（未）
※必要に応じて行を増やしてください
　　


	③ 民話の内容に関する問い合わせ先

	   民話の内容に関する問い合わせ先について記載してください。（教育委員会、学芸員等）
宇久島観光協会事務局長　檜垣督　電話０９５９－５７－３９３５



２．民話のアニメ化について
	8 民話のアニメ化のポイントについて

	   本プロジェクトは、民話に込められた「思い」「警鐘」「教訓」を、親しみやすいアニメという表現で子どもたちに伝え、学んでいただくことを目的としています。文献等から読み取れる内容、地域でこの民話がどのように伝えられているか、また地域の方々がどのように語り継いでいきたいかという想い等を踏まえて、この度申請いただいた民話における「思い」「警鐘」「教訓」について、できるだけ具体的に記載してください。
　【例】
· 〜の地では、海の幸への感謝を忘れると、必ず我が身に災いが返ってくると伝えられている。
· 海は、危機・事故への備えを怠る者に災いをもたらす。常に警戒を怠ってはいけない。
· 登場する〇〇はウミガメの産卵地にもなる綺麗な海・浜の象徴であり、これを守り続けなければならない。
「思い」「継承」「教訓」
　・宇久島には、先祖からの言い伝え、しきたりを大変大切に守ってきた歴史がある。地域の人たち
　　は「言い伝えを守ること」「民話など昔の人たちの話しを受け継いでいくこと」が大切だと考え
　　ている。
　・「高麗島の伝説」には、「お地蔵様の言葉」を信じた島民が助かったという「信心深さ」の大切
　　さが、信心深く正直に生きていきことが大切だという思いが込められている。
　・また、海に囲まれた宇久島では、海に多雨する畏敬の念を忘れてはいけないという島民の思いが
　　あり、「高麗島の伝説」にも海への畏敬の念を忘れてはいけないという「警鐘」の意味も含まれ
　　ている。
　・「高麗島の伝説」は、島の沈没に関する民話である。災害が発生する時の前兆現象をお地蔵様の
　　顔の色で表現しているが、常に海などの自然に対する注意を怠らず、災害の前兆現象として語り
　　継がれてきたことを「教訓」として大事にして後世に伝えていかなければならない。


	9 民話の原作および刊行物について

	   民話における書物や刊行物がある場合、記載ください。
宇久じまんむかし話
著者：旧広報うく編集委員会
発行所：宇久町観光協会



３．民話を語り継ぐための活動実施計画について
	　　民話を語り継ぐための活動実施計画について、必須実施事項である（１）〜（６）について、具体的な時期、場所、参加者人数、実施内容、実施主体等を記載ください。
（１）キックオフミーティングの開催
　　８月下旬を目処に、１．①民話を語り継ぐ体制（実行委員会等）において、「海の民話アニメ」の民話のストーリー・学びのポイント、年間スケジュール等について検討・決定するキックオフミーティングの開催日時・場所を決め、記載してください。
　【開催日時】２０１８年８月２８日（火）１５時～（未）
　【場所】佐世保市内（中央公民館会議室）
（２）「海の民話アニメ」を市民（子供たち）で視聴
　【主催・協力等】　主催）株式会社テレビ長崎　協力）佐世保市教育委員会・宇久町観光協会　
　【開催日時】２０１９年１月上旬（未、アニメ完成時期に合わせて調整）
　【場所】佐世保市宇久町行政センター（未）
　　【開催内容】民話の紹介とアニメの視聴。
（３）地域の子供たちを対象とした民話フィールドワークを実施（10～15名程度）
　（地元アナウンサー等と郷土史家・学芸員とともに、民話の舞台となった場所を訪問）
　【主催・協力等】主催）主催）株式会社テレビ長崎　協力）佐世保市教育委員会・宇久町観光協会　
　協力）佐世保市教育委員会・宇久町観光協会　
　【進行者・ファシリテーター】テレビ長崎のアナウンサーと地元の郷土史家（未）
　【開催日時】２０１９年２月上旬（未、アニメ完成時期に合わせて調整）
　【場所】佐世保市宇久島、佐世保市
　【参加者・人数】10名
　【開催内容】宇久島の地理的特徴と歴史の説明。宇久島に伝わるいくつかの民話の紹介と「高麗島の
伝説」の紹介、アニメ視聴。子供たちの感想発表、感想文など。
　　　※子供たちにとって効果的な学びの機会とするための工夫、ポイントを明確に記載してください。
（４） 当日の模様を取材・放送し（番組など）、子供たちと学びの成果をアウトプット化する
　【取材概要】民話フィールドワークの様子。
　【放送媒体】テレビ（長崎県内で放送）、インターネット配信。
（５）その他、地元での海の民話のPR方法を検討・実施（制作したアニメの活用方法など）
　　【概要】地元フリーペーパー掲載によるＰＲ。（月刊「ならでは」毎月６万部発行）
観光遊覧クルーズバス「海風」での上映（未）
（６）地元実行委員会が市長に表敬訪問（その際、海ノ民話のまち認定を行う）
　　【実施日時】２０１９年２月下旬～３月上旬　朝長佐世保市長に表敬訪問（未）
　（７）その他
　　※（１）〜（６）以外に実施する事項がある場合、記載してください。


４．事業予算書及び要求経費積算書
＊単価および金額の項目には消費税込みの金額をご記載ください。
単位：円（税込）
	項　　目
	単　価
	数　量
	金額
	備　　考

	アニメ制作費
取材費
フリーペーパー　タイアップ費
フィールドワーク費
視聴会（イベント）製作費
	2,430,000

270,000

216,000

216,000

108,000


	1

3

1

1

1
	2,430,000

810,000

216,000

216,000

108,000


	㈱トマソン
㈱ＫＴＮソサエティ
SK-iコーポレーション

	総額
	3,240,000
	7
	3,780,000
	

	（うち、支援対象経費）
	3,240,000
	7
	3,780,000
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（株）さとゆめ









